











































































































































































































































































































































































































































































(2) Shinkichi Eto，“Evolving Sino-Japanese Relations，＇’ journal of Inter附加問l
A.O加問，ColumbiaUniversity: New York, vol.37, no.I (Summer 1983), pp 49ff 
また，衛藤棒吉「序論文化摩擦とはじ（衛藤搭吉編著 r日本をめぐる文化摩
擦』，弘文堂，昭和55年）， 18～20頁。
(3）高杉は明治維新前1862年に 2ヵ月余り上海に滞在した．
(4）井上馨侯伝記編纂会 r世外井上侯伝』，東京，内外書籍株式会社，第1巻， 1933
年刊， 90～91頁．
(5) 同上＇ 91頁．
アジアにおける近代日本 45 
(6）平野義太郎 r大井憲太郎』．吉川弘文館，昭和40年刊， 242～243頁。
(7）「思春期ナショナリズム」については衛藤搭官 r無告の民と政治』（新版），東京
大学出版会，！980年， 105-106頁害照。
(8）高杉晋作「梯措五録」（東行先生五十年祭記念全編 r束行先生遺文』，東京，民友
社，大正5年明！J),79頁。
(9) 東方学術協全（編）『文久二年上海日記』，大阪，全図書房，昭和21年刊， 65頁。
なお．日比野は儒学者で後年名古屋明倫堂内教授となる。
(10) 向上， 18頁。なお納富は佐賀藩の武士であった．
ω竹添進一郎『桟雲峡同日記』，東京，明治11年刊，自序。
ω塙溝蔵『浦敬一心東京， i淳風書院，大正13年刊， 81頁。
(1$ 向上， 83頁。
ω 同上， 85頁。
ω宮崎泊天著r三十三年の夢』，東京，平凡社，昭和44年，復刻校訂版， 22～23頁。
(1時大塚武松（編）『岩倉具視関係文書』，第一巻，東京，日本史籍協会，！927年刊，
392頁。
(I司宮崎活天，前掲書＇ 309頁。
。曲衛藤滞吉，許淑真共著 r鈴江言ー伝』，東京大学出版全， 1984年刊書照。
。曲本稿で論じた「中心周縁関係」と r霊憎症候群」の二仮説の原型は，すでに拙
稿「日本人の中国観一一高杉晋作らの場合一一」（仁井田隆博士追悼論文集刊行
会編「仁井田隆博士追悼論文集第3巻一一日本法とアジアー－，，勤草書房，
1970年），および r序論文化摩擦とは？」（衛藤撞吉編著『日本をめぐる文化摩
擦L 弘文堂，昭和田年）に示されている。本稿は上記原型をさらに発展させた
ものである。
